議会運営委員会会議録（要旨）
	日　時
	平成25年11月５日(火)　午前10時00分～午後０時13分

	場　所
	長久手市役所本庁舎　２階　委員会室

	出席者
	議　員
	委員長　佐野尚人　副委員長　さとうゆみ
委　員　青山直道　浅井たつお　伊藤祐司　加藤和男　
川合保生　水野とみ子
議　長　正木祥豊　副議長　加藤武

	
	事務局
	事務局長　同補佐　書記


議長挨拶
委員長挨拶
１　議題
(1)　視察について
（委員長）・　副委員長に候補地を検討してもらっているので、報告してほしい。
（副委員長）・　議会改革が進んでいる市議会としては千葉県流山市議会のほか大津市議会が
ある。
（委員長）・　分科会形式で決算審査を行っている例として京都府京丹後市議会が挙げられ
る。他にも候補地があれば提案してほしい。
（委　員）・　大津市議会であれば、岐阜県多治見市議会とセットにしてはどうか。
　　　　 ・　尾張旭市議会や田原市議会が福井県永平寺町議会の視察をしているようだ。
（委員長）・　流山市議会については、日程が合わない。大津市議会、永平寺町議会、四日
市市議会、京丹後市議会を中心に正副委員長で日程調整を行うことでよいか。
候補日は１月23・24、27～29日もしくは２月３・４日とする。
＜異議なし＞
(2)　第３回議会報告会について
（委員長）・　２月９日実施の議会報告会では、地区懇談会の各会場で出された意見や要望
に対する議会としての回答をしなくてはいけない。各常任委員会へ検討を依頼
しようと思うが、何か意見はあるか。
（委　員）・　提出された報告書は、フォーマットがないので記載事項に差がある。要望等
を委員会別に整理する必要があるのではないか。
　　　　 ・　今後どのように対応すべきか議長の考えを確認したい。
（議　長）・　地区懇談会の目的は、議会と市民との距離を縮めることであった。各会場で
出された要望等は各委員会で検討し、議会としての回答が必要。
（委　員）・　今回の地区懇談会は試行である。各会場の実施方法も異なり、今後の実施方
法等を議運で議論をする必要があるのでは。また、今回の要望等に対する各委
員会の対応方法やアンケート結果の公表等についても議運で検討する必要が
ある。
・　議運で要望等の内容を精査し、各常任委員会へ対応を依頼すべき。
・　まずは現場で要望等を聞いた各会場の担当議員が集まって要望等の精査を行
うべき。
　　　　 ・　要望等の精査と処理方法の２段階に分けて考える必要がある。まずは要望等
の精査を誰がやるのかを決めなくてはいけない。
（委員長）・　各会場担当議員へ要望の精査を依頼したり、各委員会へ回答の検討してもら
うにしても、その指針を議運で決めないと依頼ができない。
＜休　憩＞　１１：００
＜再　開＞　１１：１３
（委員長）・　各会場担当議員へ要望の精査を依頼し、カテゴリーを各常任委員会及び議会
全体の４つに分類してもらうことでよいか。
（委　員）・　地区懇談会を実施してみた感想や、各会場担当議員の意見（今回の反省、次
回への提案等）も集約すべきではないか。
　　　　 ・　現状の報告書では内容の統一がない。各会場担当議員が精査する際のフォー
マット（①発言者、②意見、③詳細、④委員会）を作成すべき。
（副議長）・　フォーマットに発言者の項目は必要か。
（委　員）・　ワークショップ形式で懇談会を進めた地区については、意見というよりも雑
談に近い意見が多い。参加した議員がメモを取っているだろうが、アンケート
等で出されたものは、意見と分けて考えなくてはいけないのではないか。
・　会場で出された意見の中には、意見として取り上げるべきか迷うものもある。
その会場にいた議員にしか詳細は分からないわけだから、まずは各会場担当議
員で精査するべき。
（委員長）・　まず各会場担当議員に集まってもらい、今後の課題になり得る意見について
集約を行ってもらう。フォーマットは、①課題、②内容、③常任委員会及び議
会全体の３項目とし、発言者については、必要に応じて内容の欄に記載しても
らえばよい。課題になり得る要望かどうかの判断は、各会場担当者に任せる。
以上のような進め方でよいか。
＜異議なし＞
（副委員長）・　各会場担当議員の意見（今回の反省、次回への提案等）の集約はどうするか。
（委員長）・　フォーマットを用意するので、要望のとりまとめとは別に各会場で作成し提
出して頂くことでよいか。
＜異議なし＞
（委員長）・　各会場責任者が担当議員に連絡し要望の精査をする。各責任者にはFAXで
依頼文を送付する。11月25日（月）までに事務局へ取りまとめ結果をデータ
提出してほしい。
・　次回の議運で取りまとめた要望を参考に議会報告会の内容を検討する。
(3)　継続課題について
（委員長）・　タブレット端末の議場持ち込みについて、以前示した申し合わせ事項の内容
で問題がなければ、全員打合せ会に提示したい。議場のインターネット環境整
備予算が平成２６年度当初予算で認められた場合、６月定例会から実施可能か。
（事務局）・　機器設置工事の関係もあるので、６月定例会に間に合うかは現時点では不明。
（委　員）・　タブレット端末は保存した資料の閲覧であれば、インターネット環境が整う
のを待つ必要はない。１２月定例会からでも実施できる。
（議　長）・　質問席でタブレット端末を操作する余裕はあるか。
（委　員）・　既に実施している議会もある。また、議場にモニターがあれば、資料を議場
内に示すこともできる。
　　　　 ・　タブレット端末の持ち込みを行うのであれば、あらかじめ市民には議会だよ
りなどで周知をしておく必要がある。
（委員長）・　市民への周知については、まずは試行で行うので、その場合は議場で議長か
ら持ち込みについて説明をして頂く。いつから持ち込みを開始すべきか、改め
て次回の議運で検討するので、会派で検討してきてほしい。
（事務局）・　他の議会の例を見ているとタブレット端末を持ち込むまで、１年程度は議論
を重ねているようだ。端末を持ち込む目的を明確化し、執行部や傍聴者につい
ても認識を統一しておく必要がある。失敗例もあると聞くので、失敗の要因も
参考することが必要ではないか。
(4)　その他
（委　員）・　防災訓練の対応については、どうなっているのか。
（事務局）・　今年度は各小学校で一斉に実施される。確定した話ではないが、議長は本部
に来ていただく予定。各議員は地元校区の防災訓練に参加することになるので
はないか。なお、来賓としての対応ではない。
（委　員）・　議会の対応は、大震災発生時のマニュアルはあるが、その対応方法について、
何かのタイミングで訓練する必要はないかとの提案である。
（事務局）・　確認しておく。
・　次回は１１月１５日（金）午前１０時
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